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新聞づくり活動に観る「沖縄音楽」についての学びの諸相

一子ども主体の郷土音楽学習への－視点一

津田正之＊高橋美樹*＊
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1．新聞づくり活動の意味 おきなわふるさとの歌｣2)の公刊などがそれで

ある。

また一方，教師の側も学校教育において郷土

音楽学習を実施すべきであるという意識はきわ

めて高い。1993年に大山伸子が沖縄県の国公立

中学校の音楽科担当教諭を対象にした鯛査結果

によると，99.1％の中学校教諭が学校教育に郷

土音楽を導入する必要性を感じているという｡3】

だが，その必要性は認識しつつも，同調査に

よると，その導入率は県全体で66.1％である。

理念と実践との間に距離があるのは否めない。

こうした音楽教師の意識を反映してか，県の長

期研修員制度の研究では，とりわけ三線の指導

を中心とした郷土音楽学習の研究に取り組む教

諭も多い｡４）

ところで，県下で展開される郷土音楽学習の

実践報告とをみると，教師が教材を入念に分析

し，必要な知織や技能を効率よく入力するとい

うシステムに特徴づけられる｡`)こうした授業

を小西正雄の言葉を借りてく入力型＞と呼ぶ。

歌三線の演奏を中心とした伝統的な郷土音楽学

習の授業，とくに高等学校において顕著である。

前述の長期研修制度の「研修報告収録」に見ら

れる実践の多くは入力型によるものである。

唄の島，芸能の島と言われる沖縄。親族の祝
サンシン

いごとで'よ，三線や琉舞が当たり前のように披

露される。またエイサーは，地域の若者が担う

芸能であり，多くの若者が学校行事や地域のイ

ベントなどで経験する必修芸能でもある。この

地にあっては，三線の音色に代表される沖縄音

楽は，人々の生活に密接に関わって存在してい

る。

沖縄音楽は，古くから伝承されてきた古典音

楽や民謡といったいわゆる伝統音楽だけではな

い。新民謡，オキナワンロック，沖縄ポップな

ど幅広いジャンルをもつ。伝統音楽の様式にポ

ピュラー音楽の要素を取り込みつつ，新たな音

楽文化を創出しているのである。

こうした沖縄の音楽文化状況を学校教育にひ

きつけてみると．沖縄県は，郷土音楽学習を豊

かに展開できる土壌が生成されていると考える

ことができる。さらに，教育行政や公的な研究

会レベルで，そのためのすぐれた資料の提供も

行ってきた。沖縄県教育委員会によって編まれ

た「沖縄県学校音楽指導資料一郷土の音楽一

｣j)，沖縄県音楽教育会編による教材集「改訂

･琉球大学教育学部・・琉球大学教育学部附属中学校議師
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うなく場＞のプランニングと支援の仕方が重要

だと考えている。

本論は，そのためのく場＞のプランニングを

沖縄県下の中学生を対象にした「沖縄音楽」の

新聞づくりに求めてみた。沖縄音楽に関する新

聞をつくるという場のプランニングが，子ども

たちに豊かな学びを生成させるという仮説によ

るものである。

本論の目的は，この仮説を一定明らかにする

ことにある。そのために，まず新聞づくり活動

の実際について述べる。さらに，こうしてでき

た新聞を，音楽ジャンル別に粗分類し，子ども

たちの沖縄音楽に関する興味・関心の傾向をつ

かむとともに，具体的な学びの諸相をそれぞれ

の音楽ジャンル別に詳細な分析・検討を試みる

こととした。

子ども主体の郷土音楽学習を構想する際の，

貴重な資料にもなると考えている。

もちろん，伝統的な歌や楽器の技能を教える

授業が入力型で行われるのは自然である。一般

的な三線や民謡教室での学習形態は，それが効

率的かどうかは置くとして，基本的に師匠の技

を真似．伝承する形で行われているからである。

しかしながら，子どもの豊かな感性の育成を

目指す音楽科教育において，郷土音楽学習のあ

り方が全面的に入力型でよいのか，子どもが自

ら課題を見つけ追究していくことが求められる

今日的な教育のあり方と矛盾はないのか，等考

えてみるべき課題は多い。こうした点をふまえ，

私たちは小西正雄の出力型授業観の主張`)をも

とに，別稿で次のように述べた。

「私たちはく出力＞をキーワードに授業を組

織していくことが，子ども主体型の授業づくり

をめぐるパラドックスを克服し，実態の伴った

ものにするためのひとつの方途になると考えて

いる。すなわち，子どもたちがもっている何か

－知識や技能・思考力など￣を出力するよ

うに組織していく音楽授業のあり方である。

それは特定の楽曲を前提とした表現の工夫レベ

ルの活動をいうのではない。子どもたちがもっ

ている知識や思考力を出力せざるを得ない必然

性のある授業の構築を意味する。そのためには，

子どもたちが自らの知識や思考力を働かせて動

くようなく場＞のプランニングと支援の仕方が，

教師の役割として重要になる｣7）

さらに同稿では，こうしたあり方を考える具

体例として郷土音楽学習の２つの実践事例を報

告した。ひとつは，沖縄県の小学校を対象に，

音楽で沖縄をＰＲするビデオ作品をつくって北

海道の子どもに発信した授業，もうひとつは，

北海道の定山渓の中学生を対象に北海道の音楽

を題材としたＴＶ作品をつくる授業であった｡8）

これらの授業は，子どもたちにとって満足度

の高い有意味な学習となったが，これらの授業

の大きなポイントは，「沖縄のＰＲビデオ」「北

海道の音楽ＴＶ作品」の制作というく場＞のプ

ランニングと支援の仕方にあった。

これまでの行論で明らかなように，私たちは，

郷土音楽学習においても，子どもが思いや願い

をもち，自らの知識や思考力を働かせて動くよ

2．新聞づくりの実際

高橋が担当するＲ大学附属中学校３年生

(144名）を対象にした実践である。

まず2001年度１学期の最終授業の際.夏休み

の課題として，以下のプリントを配付し，作業

の手順を説明した。

「夏休みの課題」

１．新聞作り

次のテーマの中から１つを選択して，新聞

作りをします。おもしろいエピソードやイン

パクトのあるレイアウトなど，読む人の関心

をひくような新聞を期待します。資料として

は，瞥籍，雑誌，音楽辞典，インターネット，

ＣＤ解説などを参考にして下さい。

（規格はＡ４サイズ）

(1)「沖縄の民謡」について

・音階，楽器，演奏スタイル，編曲（アレン

ジ)，歌詞，リズムなどの特徴

・沖縄の民謡歌手の紹介，歌手のプロフィー

ル，レコード・ＣＤ紹介，活動内容

(2)「沖縄の祭り」について
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・ハーリー，綱引き，豊年祭，エイサーの特

徴（実施時期，祭りの目的，実施内容）

．祭りの中で，歌われている歌の内容（歌詞，

楽器，女性or男性，子どもor大人）

(3)「沖縄ポップ」について

・喜納昌吉＆チャンプルーズ，ネーネーズ，

りんけんバンド，ＤＩＡＭＡＮＴＥＳなど，

「沖縄ポップ」（沖縄らしさを表現したポピュ

ラー音楽）の歌手を紹介する

（歌手のプロフィール，活動内容，レコー

ド・ＣＤなど）

・音階，楽器，演奏スタイル，編曲（アレン

ジ)，歌詞，リズムなどを比較

・沖縄ポップの歌手が出演しているコンサー

トやテレビ・ラジオ番組の紹介

・沖縄ポップの歌手が経営or出演するライブ

ハウスの紹介

ようになる。

｢沖縄の芸能」・・・・

｢沖縄の音楽」・・・・

｢沖縄民謡・新民謡」・

｢沖縄ポップ」・・・・

｢沖縄ハードコア」．.

･４１部（32.8％）

･２４部（19.2％）

･１７部（13.6％）

･４１部（32.8％）

･２部（1.6％）
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上記の結果では，「沖縄の芸能Ｊ「沖縄ポップ」

が各41部と全体の65.6％を占めている。この理

由として，近年，国内外に普及したエイサーヘ

の関心の高さと，１学期の授業で扱ったネーネー

ズなど，従来の民謡とは違うポップ音楽への興

味の表れと分析する。また,最新の音楽シーン

を取り上げた「沖縄ハードコア」は，全体に占

める割合は低いものの，当初新聞づくりを計画

した時点では，予想していなかったことである。

次に，提出された新聞125部を対象として，

主なテーマ，響かれた内容，具体的な学びをデー

タ化した。表１の「新聞づくり」のデータ（巻

末）参照。

この結果，テーマは同じでも，新聞づくりを

進めるうちに，個々に異なった学びを経験して

いることが明らかになった。

以下，５つの音楽ジャンルごとに，個々に浮

かび上がった学びの諸相を分析・検討していく

ことにしたい。

本校の場合，各教科の活動の中で，新聞づく

りを取り入れる場合が多い。実際，今回もこれ

までの経験が大いに活かされるものと考えた。

新聞を作成することに対する不安は見られなかっ

たが，対象とする沖縄音楽のジャンル分けにつ

いて，教師・子どもの間で確認する必要があっ

た。特に沖縄ポップについては，９０年代めざま

しい活躍を見せた安室奈美恵，ＴＨＥＤＡＭＰが

沖縄ポップの範囲に入るかどうかを質問する生

徒が多かった。

今回は，あくまでも「沖縄らしさを音楽で表

現している歌手であること」を前提に新聞づく

りを進めるよう指示した。つまり，前述の歌手

は沖縄出身者であっても，沖縄らしさを前面に

出した楽曲を発表していないため，沖縄ポップ

の範囲には含めないことを確認した。

３－１．沖縄の芸能

沖縄には，地域社会や村落単位で発生・発展

し，時代を超えて受け継がれてきた多くの芸能

が存在する。琉球王朝時代，中国からの冊封使

を歓待するために行われた舞踊，組踊村落共同

体の祭りの中で育まれたハーリー，綱引き。廃

藩置県以降の商業的舞台興行から発展した沖縄

芝居（歌劇)。近年，激しい変貌を遂げたエイ

サーなどがある。

沖縄の芸能を取り上げた41部の新聞をテーマ

別に見ると，エイサーが26部と最も多く，ハー

リー（船漕ぎ行事）と網引きが各５部ずつ，そ

して，沖縄歌劇，琉球舞踊と続いている中に

は自分が住んでいる地元の祭りを扱った新聞も

３．学びの諸相

では，新聞づくりを通じて，子どもたちは，

何をどのように学んだのか。本章では，以下こ

の点について詳細に明らかにしていく。

提出された新聞の総数は，125部であった。

それらをジャンルの内容で粗分類すると，次の
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あり，日常生活と祭りが密接に関わっている沖

縄の特徴が表れていた。こういった沖縄の芸能

を子どもたちはどういった視点から分析してい

るのか，３つに切り取って述べてみる。

ム型エイサーとして発展した。そのため，衣装

や振付け,楽曲は伝統的スタイルからの脱却志

向が強い。この２部は，独自路線をたどる「琉

球國祭り太鼓」の活動を一団員として客観的に

整理することができた成果といえるだろう。

(1)歴史的経緯

現在，沖縄の旧盆に踊られるエイサーだが，

元々は各村落の青年たちが浄土宗の念仏歌に合

わせて村落内の家をまわる行事であったことを

初めて知った生徒が多かった。また，エイサー

の起原や名前の由来に関する多くの説を端的に

整理し，読み手の立場にたったレイアウトを工

夫した新聞が目立った。さらに，第２次世界大

戦後，新たに開催した「全島エイサーコンクー

ル｣,)をきっかけにエイサーが芸能化し，社会

背景の変化も伴ってエンターティメント性が急

激に高まった状況を学んでいる。そして，その

要因として沖縄文化存続への危機意識があった

ことも重要事項に挙げている。

新聞づくりを通して，一つの芸能が，時代や

社会背景と相俟って次々に変貌を遂げていった

歴史的経緯を学んだのである。

(3)芸能本来の目的

近年，華やかなパフォーマンスが目につくエ

イサーだが，新聞づくりの過程でその起源や歴

史をたどっていくと，本来の目的は祖先の精霊

を供養することであることを知る｡!.)そして，

現在ではイベントの余興などで年中見られるエ

イサーも，戦前は旧盆の前後に限って踊られて

いた事実を再確認している。その結果，地域社

会を飛び越えて発展したエイサーが，団体個々

に独自のスタイルを模索し「見せる芸能へ」と

変化していったことに気づき始める。それが楽

曲レパートリーの歌詞の意味や衣装．使用楽器

の役割の追求につながる。「芸能本来の目的の

認知→表現スタイルの変化に気づく→楽曲□衣

装・楽器の役割追求」という学びの推移が浮か

び上がった。

一方，自らの参加・観察経験が多い芸能（網

引き,ハーリー）を選択した新聞（資料２，デー

タ30）も，綱引きは豊作祈願，ハーリーは大漁．

航海安全祈願が本来の目的だということを学ん

でいる。そして，個々の歴史的変化を整理し，

現在の形に定着した経緯をまとめている。エイ

サーと同様，芸能の成立に重要な行事歌や歌詞

の意味を詳しく鯛べ，地域ごとに歌のメロディー

や歌詞が異なっていることも学んだ。

特に新聞が完成した後，「エイサーヘの親し

みがより一層，湧いた」「この伝統芸能を次の

世代に伝えていきたい」「来年，また見学に行

きたい」という積極的な感想が目立った。次代

を担う子どもたちが芸能本来の目的を学んだこ

とは，沖繩の将来にとっても大きな可能性を秘

めていると考える。

(2)芸能様式の変化

このテーマに該当する10部の新聞からは，エ

イサーと呼ばれる芸能も，沖縄本島北部，中部，

南部など，地域ごとに形態が異なっている実態

を学んでいることがわかる。たとえば太鼓イメー

ジの強いエイサーだが，北部には手踊りのみの

地域があり，一般的な男女隊形ではない男性の

みの演舞の存在も知る。また，エイサー人口の

変化を図表化し,大型の太鼓を使用する団体が

多い現在の傾向を鋭く指摘する新聞もあった。

さらに，各青年会における楽曲レパートリーや

振付けの違い，使用楽器や役割櫛成の特徴など，

地域密着型エイサーにみられる個々の独自性を

強調したものが目についた。

他に，自ら参加する「琉球園祭り太鼓」（創

作エイサー団体）の練習風景や本番までの活

動プロセスを写真も交えて紹介した新聞（資料

１，表１データ24）が２部あった。特に「琉球

國祭り太鼓」は，地域に固着しないクラプチー

(4)他文化との比較

沖縄には，琉球王朝期以降．中国文化から影

響を受けたと思われる芸能が数多く存在する。
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エイサーの根底に流れる「親，祖先を尊び，年

長者を立てる」という考えも，儒教的糟神に通

じるものがある。沖縄文化と中国文化に相通じ

る精神を解説し，エイサーの起原をまとめた新

聞があった。

また琉球太鼓山と和太鼓を比較し，リズムの

特徴，合奏上の太鼓の役割，奏法やパフォーマ

ンスに見られる静と動の違いを整理した新聞

(資料３，データ23）もあった。

これらは，沖縄以外の他文化と比較すること

で，自文化の独自性を浮かび上がらせようとい

う試みである。そして同時に，沖縄という狭い

空間で育まれた芸能という視点ではなく，様々

な国の芸能が交錯し影響を受け合う中で現在の

沖縄芸能が成立したという視点も合わせもつ。

注目すべき学びである。自文化をより客観視

し,対象化できる担い手を育成するためにも，

このような視点を教育内容として措定すること

の有用性を感じた。

復帰以降の沖縄ポップ'5)の形成にも大きな影響

を与えていることに気づいた。つまり，これま

での音楽文化の蓄積が新しいジャンルの音楽を

生み出し，大衆にも広く受け入れられたことを

理解したといえる。

また，音階・楽器・芸能の視点から沖縄音楽

のルーツを探った新聞には，「いろいろわかっ

たけど，どれが正しいのかわかっていないので，

早く真実が解明きれることを期待したい」とい

う後香きが記されていた。このように，沖縄音

楽の広く知られている通説にも不明な点が多数

あり，音階や楽器伝来についても諸説あること

を実感している。

また，ユニークなテーマを扱ったものとして，

｢沖縄音楽のリラックス効果」「人生の節目に欠

かせない沖縄音楽」などがあった。これらの新

聞からは，沖縄の人々と音楽の密接な関わりを

改めて学んだ様子がうかがえた。この項では，

沖縄音楽の特徴を適格に捉え，整理した新聞が

多かった。

３－２．沖縄の音楽

本項では，琉球王朝以来の古典音楽，庶民生

活から生まれた民謡，三線などの琉球楽器，沖
クンクンシ

縄音階，三線楽譜（工工四辺))，琉歌13)など，

沖縄音楽を構成する要素をテーマにした新聞２４

部を分析・検討する。

(2)楽器の栂造とその変遷

このテーマでは，三線を扱った新聞が５部，

胡弓'`)と太鼓を扱った新聞が１部あった。

三線の楽器構造をテーマにした新聞では，伝

承された三線の型から，価格の基準,演奏に使

う道具（弦，調子笛，爪など)，メンテナンス

の方法まで記載していた。また三線の図には，

全体の長さや弦の種類，一般的に知られていな

い各部の名称も丁寧に描かれていた

新聞づくりを通じて，三線の榊造と音色の関

係を学び，「身近な三線を自分の生活にも取り

入れたい」と意欲を示した新聞もあった。また

楽器を演奏する人の立場に立って情報を整理し

た結果，楽器固有の奥深さを学んだ者もいた。

その１人は，「三線に興味があって，去年，やっ

と弾けるようになったのですが，こんな深い歴

史があったことを知り，鷲きました」と感想を

述べている。

さらに，１４～15世紀における沖縄への三線伝

来から，戦後，各地の捕虜収容所でカンカラ三

線が作られるまでの経緯を学んだ者もいる。こ

(1)歴史的経緯

沖縄の音楽は，オモロ'4)から琉歌が成立し，

その琉歌に三線伴奏が加わり，庶民の間では民

謡，琉球王朝時代の宮廷では古典音楽へと変化，

発展を遂げた。これらの変遷を「オモロから琉

歌への成立過程」「三線伝来の歴史」（資料４，

データ45)，「民謡と古典音楽の違い」「三線音

楽の特徴」などに焦点を当て，整理した新聞が

10部あった。

テーマに沿った新聞づくりを通して，沖縄の

音楽はド・ミ・ファ・ソ。シの沖縄音階だけで

なく，楽器，歌詞，リズムなどの様々な要素が

絡み合って成立していることを学んでいる。そ

して，それらの要素が現代の人々にも沖縄らし

さを感じさせる要因となり，1972年，沖縄本土
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民謡，沖繩ポップの隆盛まで，沖縄音楽の変遷

をまとめた新聞が３部あった。

ある新聞は，これらの歴史を踏まえ，沖縄音

楽の構成要素（言葉，音階，楽器，リズム，発

声）を整理した。特に発声については，民謡や

沖縄ポップに象徴される民謡的発声（高音域も

地声のまま歌いあげる発声法）を取り上げ沖縄

らしさを追求した。その結果,９０年代に沖縄ポッ

プが隆盛をきわめた音楽的要因を自ら探り出す

ことができた。また活動後の感想には，「いろ

んな地域からの要素が混ざり，長い年月をかけ

て親しまれてきた民謡について理解でき，沖縄

ポップの発展の秘密を見つけることができた」

と轡かれていた。

このことから，新聞づくりを通して，沖縄音

楽の歴史的経緯を学び，変化を遂げながら発展

し続ける要因を見つけることができたといえる。

れらの新聞からは，沖縄の人々の生活に欠かせ

ない楽器として三線を捉え，重要視しているこ

とがわかった。

一方，胡弓と太鼓をテーマに選んだ新聞（資

料５，データ64）では，沖縄の楽器が三線だけ

ではないことを実感し，胡弓や太鼓の柵造上の

特徴を学んでいることがわかる。たとえば３本

弦が一般的だった沖縄の胡弓が，低音域を捕足

するために４本弦の胡弓も作られるようになっ

た現在の状況を詳細に記述している。

以上から，沖縄音楽を支える数々の楽器榊造

を知り，社会背景や演奏の場に応じて変化して

きた実態を学んだといえる。

(3)他文化との比較

このテーマでは，沖縄の三線を日本の三味線

や津軽三味線と比較した新聞，沖縄音階を日本

やアジアの五音階と比較した新聞が挙げられる。

三線の比較では，個々の楽器構造や使用素材，

伝来経路を中心に香かれた新聞が多かった。そ

れぞれの特徴や相違点をまとめることで，沖縄

独自の楽器だと思っていた三線が，実は他国か

ら伝来し，その後，日本本土にも伝わって定着

した歴史を学んでいる。このように，独自の音

楽文化として見ていた楽器を他国との関わりも

視野に入れて考えるようになったことは大きな

成果といえる。

また，沖縄音階を他国と比較した新聞では，

インドや中国などアジア諸国との共通点や歴史

的背景も学んでいる。そして，日本の律音階が

沖縄の八重山諸島の民謡に多く見られる現象も，

新聞づくりを通して初めて学んだことであった。

(2)音楽梯式の特徴

このテーマに該当する新聞は６部だが，その

ほとんどが沖縄本島，宮古，八重山諸島など，

地域ごとに民謡の特徴が異なることを学んでい

る。そして，地域固有の歴史や習慣が民謡を通

して歌い継がれていることも学んだ。（資料６，

データ68）

また日本本土の新民謡運動'7)に影響を受け，

昭和以降，沖縄でも新民謡が盛んに作られるよ

うになった背景を扱った新聞もあった。時代を

経て歌詞の題材やメロディーは変化したものの，

現在でも毎年，数十曲余の新民謡が艇生してい

る状況に薊きを隠せない者もいた。

他には，奄美民謡の発声を取り上げ，地声と

裏声を巧みに使い分ける奄美特有の発声法に興

味を持ち，沖縄民謡の発声法と比較した新聞も

あった。

以上，新聞作成を通した学びは様々だが，個々

の疑問点を独自の視点で導き出した成果がよく

表れていた。

３－３．沖縄民謁・新民謡

本項では，庶民の中で自然発生的に生まれ，

歌い継がれてきた沖縄民謡（宮古，八重山民謡

も含む)，昭和以降，創作された新民謡（作詞・

作曲者が明確な民謡調の歌謡）をテーマに選ん

だ新聞17部を分析・検討する。

(3)楽曲の櫛造

このテーマでは,沖縄のわらべ歌《ていんさ

ぐぬ花》，沖縄民謡《ナークニー》'8)．八重山

(1)歴史的経緯

琉球王朝時代，宮廷で発展した古典音楽から
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民謡《安里屋ユンタ》１，)について記述した新聞

３部を取り上げる。

《ていんさく・ぬ花》をテーマにした新聞では，

歌詞を解説し,教訓歌として名高いこの作品に

込められた親子の情愛を学んでいる。また《ナー

クニー》を扱った新聞は，地域特有のメロディー

や歌詞の存在を知り，地域ごとに様々なバリエー

ションと演奏スタイルがあることを学んでいる。

さらに，《安里屋ユンタ》をテーマにした新聞

(資料７，データ80）では，元歌と編曲した民

謡の比較を通して，つくられた当時の生活習慣

や社会状況の違いを学んでいることがわかる。

がある。元々「しまうた」は奄美諸島の言葉で

あり，自分の集落で伝承されている民謡を「し

まうた」と称していた。本土復帰後，人や音楽

の交流が急激に進み，「しまうた」という言葉

も，互いの交流を通じて普及した言葉であろう。

新聞では「しまうた」普及の過程を整理した結

果．「民謡」と「しまうた」が沖縄で併用され

ている状況に気づいている。と同時に「しまう

た」という言葉が多様な意味を持つことも学ん

でいることがわかる

３－４．沖縄ポップ

本項は，1970年代以降，台頭した沖縄ポッ

プヨ3)という音楽ジャンルをテーマに選び，新

聞を作成した41部を分析．検討する。

(4)民謡歌手の音楽活動

沖縄における新民謡のパイオニア・普久原朝

喜20)，戦後沖縄を代表する民謡歌手・嘉手刈林

昌幻)，上原正吉鍾)を取り上げた新聞が４部あっ

た。

1927年，大阪でマルフクレコードを設立した

普久原朝喜を取り上げた新聞は，昭和初期に作

られた新民謡の音楽的特徴を整理したものであ

る。琉歌形式にこだらわない自由詩や琉球方言

と共通語が混合した歌詞も生まれるなど，多様

な表現スタイルに変化したプロセスを学んだ。

また，自ら作詞作曲・制作・販売を担当した普

久原朝喜の活動をまとめることで，レコードと

いうメディアを通して，故郷を離れて暮らす沖

縄の人々の心を慰めた朝喜の偉業を学んだ。

一方，民謡歌手の裏手刈林昌，上原正吉を取

り上げた新聞では，個々の音楽活動を整理する

過程で，活動の特色や民謡レパートリーの変遷，

大衆へ与えた影騨力を学んでいる。さらに，戦

後の沖縄民謡界において果たした役割について

も言及した。

このように，沖縄民謡の発展に貢献した歌い

手を調べることによって，戦後のマスメディア

の普及が歌い手と大衆の関わりにも大きな影響

を与えていることを学んでいる。

(1)沖縄ポップの歴史と音楽的特徴

戦後，米軍統治下で起きた民謡ブームから，

90年代の沖縄ポップ・ブームまでを整理した新

聞が２部あった。それらは当時，活躍した音楽

家やヒット曲を年表化し，変遷の特徴をわかり

やすく紹介している。実際に音楽家が出演する

ライブハウスに出掛け，その時のレポートを掲

載した新聞もあった。また数多くの音楽家を輩

出した沖縄市出身の母から，沖縄ポップにまつ

わるエピソードを聞き出すという画期的な試み

に挑戦している。これらの取り組みを通じて，

沖縄音楽が独自の歴史を歩んできたことを学び，

以前より身近な音楽として感じるようになって

いる。

一方，沖縄ポップの音楽的特徴を音階，リズ

ム，楽器の視点から明らかにした新聞が２部あ

る。その中には，沖縄ポップとJ-popを比較し，

流行に流されない」「琉球方言に合うリズムづ

くり」を沖縄ポップの特徴として導き出したも

のもあった。

(2)音楽家の活動歴と音楽スタイル

このテーマにあてはまる新聞は，２２部と最も

多い。喜納昌吉"，知名定男蕊)，ネーネーズ麓)，

りんけんバンド幻)，DIAMANTES28)など，９０

年代の沖縄ポップ・ブームに大きな役割を果た

(5)「しまうた」呼称の変化

1972年，沖細本土復帰を前後して登場した

｢しまうた」という言葉の変遷をまとめた新聞
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した音楽家を取り上げている。

それぞれの音楽活動を整理し,メンバーのプ

ロフィールや個々の役割を，写真やイラストを

交えて紹介した新聞が多い。（資料８，データ

86）

これまでに発表したＣＤアルバムを実際に聴

き，独自の音楽スタイルに気づいたり，沖縄ら

しさの表現方法を分析したものもあった。その

中の１人は，「りんけんバンドを聴いて，沖縄

は他の国にはない独特な音楽があり，それを歌

う人がいるから文化が受け継がれていると思い

ました」と記している。

また，ネーネーズは民謡の発声を基盤として

おり，楽曲も民謡調からポップ調まで幅広い作

品を歌っていることから，楽曲を通じて沖縄民

謡の素晴らしさを実感する感想もあった。

このように，音楽家の活動歴をたどることで，

彼らが目指した音楽の特徴を学び，「コンサー

ト会場で実際に聴いてみたい」など，より一層，

興味が高まったことに，この実践の成果が表れ

ている。

困難なことにも果敢に立ち向かうアルペルト

に共感し，音楽が人々に与える原動力の大きさ

にも気づいている。

(4)楽曲の艇生と時代背景

このテーマに該当する新聞４部すべてが，喜

納昌吉の「花（すべての人の心に花を)」を取

り上げている。多くの歌い手にカバーされたこ

の作品は，沖縄県内のみならず，アジア各国で

も幅広い世代に受け入れられている。新聞づく

りを通して，この曲が誕生したいきさつや作品

に当時の社会状況が反映していることを学ぶ。

特に，作品に込められた喜納の思いを知り，作

品の誕生には数々のエピソードがあることに鷲

きを見せる者もいた。また，この作品が日本本

土，海外まで広がった過程をまとめ，一つの作

品が大衆に与える影響の大きさを学んでいる。

新聞づくりを通して，喜納の考えに共感し，

他の沖縄音楽家の作品にも興味を持つようになっ

た者もいる。人間が生み出す作品がレコード．

ＣＤという媒体を通して，大衆に影13Fを与える

ポピュラー音楽の仕組みを再認識していた。

(3)音楽家の個人史

このテーマに該当する新聞は，合計９部。喜

納昌吉やアルペルト城間（DIAMANTESのボー

カリスト）を取り上げたものである。

喜納昌吉は米軍基地に隣接する沖縄市で育っ

たため，日常生活や音楽面でもアメリカ文化か

ら様々な影轡を受ける。新聞では，喜納の少年

時代からグループ結成，民謡クラブ「ミカド」

での演奏活動，レコードデビュー，そして現在

の活動を年表形式にまとめたものが目についた。

そして，変貌する音楽シーンや社会背景に翻弄

されながらも独自の音楽スタイルを築いてきた

ことを学んでいる。なかには「喜納の作品は沖

縄の過去やあらゆるものを音にのせて表現して

いる」と感じた者もおり，沖縄のポピュラー音

楽史に大きな役割を果たしたことも学んだ。

一方，日系ペルー３世のアルペルト城間がた

どった苦難の道を，エピソードも交え，物語風

に記述した新聞が多いのも特徴である。（資料

９，データ117）

(5)プロデューサーの存在意義

女声ボーカルグループのネーネーズは，１９９０

年，民謡歌手．知名定男プロデュースのもとで

結成された。沖縄音楽の長い歴史の中で，数人

の女性民謡歌手を集め世に送り出した記録はあ

るが，グループ結成後，独自の音楽スタイルを

確立し，日本本土や海外など外向きに発信した

例はなかった。プロデューサーの意向を前面に

出し，なおかつコンサートよりＣＤ制作を優先

する活動は，沖縄音楽史上，初めてである。

ネーネーズを扱った新聞を見ると，メンバー

４人のプロフィールの他に，プロデューサー知

名定男の活動歴やグループ結成の意図が記され

ている。これらをまとめる過程で，プロデュー

サーの存在に気づき，歌い手．プロデューサー

相互のプロジェクトにより活動を進めていたこ

とを学んでいる。これは，日本のポピュラー音

楽界におけるプロデューサーの活曜調)（小室哲

哉，小林武史，つん〈etc.）につながる事例で
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あり，今後，沖縄音楽界でも積極的に行なわれ

る取り組みであろう。したがって，今回の新聞

作成を通じてプロデューサーの存在と役割を認

識できたことは，ポピュラー音楽の聴き手とい

う立場においても，非常に意味のある成果だと

いえる。

４゜まとめ

新聞づくりを通した学びの諸相には，以下に

挙げる４点の特徴がある。

(1)芸能・音楽における地域的特徴の把握

(2)日本本土・海外を視野に入れた沖縄音楽の

位置づけ

(3)沖縄音楽を長い歴史の中で変貌を遂げてき

た動態として理解

(4)沖縄音楽史において，個人の音楽家が果た

した役割の認識

(1)については，エイサーが地域ごとに多様な

形態を伝承している実態，あるいは，地域固有

の歴史・習慣が民謡を通して歌い継がれている

現状を学んだことに表れている。また(2)につい

ては，琉球太鼓と和太鼓を比較し，自文化（沖

縄文化）の独自性を浮かび上がらせた試みや，

三線伝来の歴史を他国との関わりも含めて紹介

した新聞がその例であろう。さらに(3)について

は，沖縄音楽史を整理することで，自然発生的

な民謡から新民謡の創作，さらには沖縄らしさ

を追求した沖縄ポップの形成へと次々に新しい

スタイルを創造する歴史性を理解した点に表れ

ている。(4)については，戦後，ラジオ・テレビ

などマスメディアの普及により，民謡歌手が誕

生し，個人の創作曲がレコード化され大衆に広

がるなど，ポピュラー音楽システムの確立が個

人の役割をより一層際立たせた点に顕著である。

子どもたちは，新聞づくりの活動を通して，

身近な沖縄音楽に関する新発見や再発見をくり

かえし，新たな気づきや学びを経験した。新聞

をつくる過程のなかで，知識や思考力を出力し

ながら，必然的に入力も行っている。より意味

のある出力をしようとすれば，そのための入力

が必然となる。さらにいえば出力型は，入力を

必然とするシステムでもある。この点は新聞づ

くりの学びを分析を通して明らかにであろう。

出力をキーワードにする生産的な意味はここに

あると私たちは考えている。

ある文化を理解しようとする場合，上記の特

徴にみられた歴史的（通時的）方法と構造的

(共時的）方法が高い有効性をもつ。歴史的方

３－５．沖縄ハードコア

９０年代のバンド・ブームに相俟って登場した

沖縄ハードコア・ブーム。バンドのメンバーは

10代～20代前半で構成され，ライブの聴衆もほ

ぼ同世代の男女である。沖縄県内のディスコや

クラブで繰り広げるライブは毎回，多くの若者

で埋め尽くされている。日本本土でも注目度が

高いモンゴル80030)，地獄車釦)，IN-HI32)の他に

も次々と新しいバンドが結成されている。

この項では，最新の沖縄ハードコア・シーン

をテーマに選んだ新聞２部を分析・検討する。

(1)音楽家の活動歴と音楽スタイル

IN-HIを選んだ新聞では，メンバーのプロ

フィールやグループ結成の経緯がイラスト入り

で紹介されている。さらに，活動を整理する過

程で，若者に受け入れられた要因を探りこのグ

ループの音楽的特徴を学んでいる。

一方，地獄車を取り上げた新聞（資料10,デー

タ125）は，最新アルバムの宣伝戦略やライブ

情報が満載である。沖縄のみならず，日本本土

でも注目される地獄車を写真入りのカラフルな

新聞でアピールした。

以上，取り上げたグループに共通するのは，

沖縄らしさの表現スタイルが沖縄ポップの音楽

家と異なっていることである。沖縄外部の視線

を意識した沖縄ポップの作品に比べ，沖縄ハー

ドコアは自然体で沖縄の歴史や文化を見つめた

作品が多い。これは，沖縄本土復帰（1972年）

以後に育った若者たちが，ハードコア・シーン

を支えていることに原因があるのかもしれない。

今回，これらを指摘した新聞はなかったが，今

後，他の沖縄音楽と出合う中で，それらの傾向

をつかむことができるのではないかと考える。
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学生に．沖縄音楽の魅力を伝える新聞をつくっ

て読んで，沖縄音楽の魅力を知ってもらおうと

思います」

このように問いかけて，修学旅行生を対象に

した新聞をつくり，実際に読んでもらうのであ

る。もちろん，事前に修学旅行の学校と打ち合

わせをするのは言うまでもない。

自分たちのつくった新聞に対し，何らかのリ

スポンスがあった，新聞が人の役にたったと子

どもが実感するとき，子どもは新聞づくり活動

により生産的な意味を見い出すはずである。

また，今回の場合，新聞をつくる活動が先行

していたとしても，つくりあげた新聞を冊子に

まとめて配布し，お互いに読み会ったり，学校

の先生方や地域に人に読んで感想をもらう，と

いった発展性は考えてしかるべきであった。新

聞づくり活動自体が子どもにとって満足度の高

い学習であっただけに惜しまれる点であった。

今後の授業開発に生かしていきたい。

法とは，過去にさかのぼって起原や先行する文

化形態から現在の文化を理解しようとする方法，

櫛造的方法とは，対象となっている文化自体の

内的連関から文化を理解しようとする方法であ

る。この二つの方法は相互補完的関係にあり，

片方だけで現象を理解することはできない｡麺）

目の前で繰り広げる様々な文化現象を理解する

ためにはこの両方の視点が必要である。文化

理解の視点は，新学習指導要領においても強調

されていることである。また，総合的な学習の

時間においても注目される教育内容である。子

どものたちの学びの分析から，上記の視点にたっ

た授業の開発の必要性を再認識させられること

になった。

さて，これまでの行論から「子どもたちがもっ

ている知識や思考力を出力せざるを得ない必然

性のある授業の構築｣鋤)を目指す取り組みは，

一定の成果を上げたと考えることができるであ

ろう。ざらに，新聞づくり活動に対する子ども

たちの満足度も高かった。それは，子どもたち

の感想の行間から読み取ることができる。

「今回，調べてみて，自分が入っている「琉

球國祭り太鼓」の秘密を知ったようでうれしかっ

たし，楽しかった」

「調べていくうちに，喜納昌吉さんの考え方

に触れられてたのしかったです。ライブハウス

にも言ってみようと思っています」

だが，授業実践としてみると問題があったこ

とは事実である。最後にこの点について触れて

おきたい。

本実践の場合，新聞をつくることで活動が完

結してしまい，発展性がなかったことが最大の

問題であった。私たちは，以前に出力型の音楽

授業の展望として「目的に則したく発信＞を授

業のなかに位置づけること｣頚)を指摘した。だ

が本実践では，諸準備や時間的な制約もあり看

過してしまった。こうした視点に立って本実践

を再考すると，たとえば次のような活動を構想

することができる。

修学旅行生に、沖縄音楽の魅力を新聞で伝え

よう

「他の都道府県から沖縄に修学旅行にくる中

本論は，両者の協議を経て，１を津田が，２

を高橋が，３を高橋と津田が執筆した。

註

l）郷土音楽の概説，指導者の心構え，指導計

画の作成，学習指導の展開例および教材集か

らなるすぐれた指導資料である。県教育庁の

指導主事，小中高等学校の管理職や一線の音

楽教師，研究者の協力によって1981年に公刊

された，

２）「おきなわふるさとの歌」の改訂版。教育

芸術社発行。入里叶男氏など，県内の一線の

小中学校音楽教師の編集による児童・生徒用

の郷土音楽の教材集。沖縄県の主なわらべ唄

や民謡を約40曲を収録。歌唱教材のみならず，

リコーダー合奏，合唱奏に編曲された教材，

三線の奏法や教材も掲載さている。

３）大山伸子「沖縄県の中学校における郷土音

楽導入の現状と方向性」「沖縄県立芸術大学

紀要」第２号，1994年，ｐ､48-50

４）沖縄県立教育センター「研究報告収録」参

照。平成以降の研修員では，涜元盛爾，島袋
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正雄，仲間網推雄，大城敦子，新垣節子，國

吉滑昴が，郷土音楽に関わる研修報告を提出

している。三線の指導に関するものが多い。

５）拙稿において，その典型として演元盛爾の

実践を分析した。津田，高橋，当山智子「出

力型の音楽授業に関する実践的研究」「琉球

大学教育学部教育実践総合センター紀要」創

刊号，2001年２月，pP74-78，参照

６）小西正雄は，次のように主張している。

「私は，これまでの授業観を「入力型授業

観」と呼び，今後めざされるべきそれを「出

力型授業観」と呼ぶ。…………前者は，授業

を「子どもに何かを身につけさせきる場」と

して組織していこうとする授業観，後者は，

授業を「子どもがもっている何かを出させる

場」して組織していこうとする授業観である」

（小西正雄「消える授業残る授業」明治図瞥，

1997年，ｐ､56-57）

７）前掲５）ｐｐ６６

８）同前，pp66-74

９）1956年にコザ商工会が発案し，コザ市（現・

沖縄市）との共催で始まったイベント。

当初は「全島エイサーコンクール」という

名称のコンクール型式で行われていたが，や

がて，「沖縄全島エイサーまつり」と改称し，

順位づけのない競演型式へと変化した。他に，

沖縄県青年団協議会主催の「青年ふるさとエ

イサーまつり」（1964年？）がある。（｢伝統

芸能を通じた国際交流拠点形成推進調査報告

番｣，国建，1999年，ｐ28）

10）もっともエイサーの起原や目的については

諸説あり，未だ決定的な説は出ていない。

「エイサーは念仏踊りであり，祖霊の供養が

目的である」という説，「エイサーは「えさ

おもろ」を源流とし，五穀豊穣が目的である」

という説がある。（宜保榮治郎「エイサー沖

縄の盆踊り｣，那覇出版社，1997年．pp3-4）

11）沖縄では，寄木胴で樽型のものがふつうで

あるが，ほかに木の枠につる平吊太鼓，台に

乗せて打つ平型太鼓，挟台といわれる特殊な

台にかけて打つ締太鼓などがある。そのほか

ウシデークに使うくチヂン〉，堅木の枠の片

面に皮を鋲締めした片面太鼓〈パーランクー

〉がある。（島袋光史「沖縄第百科事典」中

巻，沖縄タイムス社，1983年，ｐ､647）

12）クンクンシー。三線の勘所を文字で表した

表音譜（平野健次十上参郷祐康＋蒲生郷昭

監修「日本音楽大辞典｣，平凡社，1989年，

ｐ､298）

13）和歌にたし､する語で，琉球文学のなかで，

主として奄美・沖縄諸島に伝承される杼情的

な短詩形歌謡の総称。なかでも，８．８．８．

６鯛の短歌は最も多く創作され，特徴を最も

よく示している。（比嘉実「沖縄第百科事典」

下巻，沖縄タイムス社，1983年，pp847-

849）

14）奄美・沖縄諸島に伝わる古歌謡。ほぼ12世

紀から17世紀ごろにわたって謡われたと考え

られる。これを首里王府で採録し冊となした

のが「おもろさうし」（全22巻）で，沖縄最

古の歌謡集である。（外間守善「沖縄第百科

事典｣上巻,沖縄タイムス社.1983年,ｐ､619）

15）沖縄のエスニック・アイデンティティーを

ポピュラー音楽の様式において表現した音楽

（久万田晋「九十年代沖繩ポップにおける民

族性表現の諸相」「沖縄から芸術を考える｣．

沖縄県立芸術大学大学院芸術文化学研究科，

1998年，ｐ,134）

1977年「ハイサイおじさん」で全国デビュー

した喜納昌吉が，沖縄ポップの先駆的役割を

果たした。その後，知名定男，りんけんバン

ド，ネーネーズなどが日本のポピュラー音楽

界に作品を発表し，９０年代に沖縄ポップの一

大ブームを巻き起した。

16）こきゅう。琉球方言では，クーチョー。中

国の明代（1368-1644）に伝来した原型を－

部改造したもの。胴はヤシ殻を用い,これに

ヘビの皮をはる。棹より上は本土の三味線の

形と同じ。弦三本で弓や奏法は本土の胡弓と

同じ。三線，第，笛．太鼓と合奏し舞踊の伴

奏に使用する。なお，現在では又吉真栄の創

案による四弦胡弓もある。

（平野健次十上参郷祐康十蒲生郷昭監修「日

本音楽大辞典｣，平凡社，１９８９年，ｐ､314）

－５３－



1967年，喜納昌吉＆チャンプルーズを結成し，

1977年，ＥＰ「ハイサイおじさん」で全国デ

ビュー。その斬新な表現スタイルは，日本の

ポピュラー音楽界に衝撃を与えた。その後

「すべての武器を楽器に」をスローガンに掲

げ，幅広い活動を展開。代表作「すべての人

の心に花を」は，アジア各国でもカバーされ

ている。

25）ちな・さだお。民謡歌手，作詞作曲家，プ

ロデューサー。1945年生。幼少時代は関西で

過ごし，1957年沖縄に移住後，民謡歌手・登

川誠仁に師事。12才の時，沖縄民謡「スーキ

カンナー」でレコードデビュー。1978年，

ＬＰ「赤花」で全国デビュー。1990年，ネー

ネーズを結成し,国内外で公演を行なう。沖

縄民謡界の重鎮的存在。

26）1990年，プロデューサー知名定男の基で結

成された女声４人グループ。１０年間で，ＣＤ

シングル４枚，ＣＤアルバム９枚を制作。民

謡とポップの境界を越えた，新しい表現スタ

イルを国内外に発信した。〈黄金の花》〈あ

めりか通り〉などの作品は1999年，初代ネー

ネーズ解散後．２代目ネーネーズに受け継が

れた。

27）1977年，知名定男のバックバンドとして，

照屋林賢を中心|こりんけんバンド結成。

1990年，ＣＤ「ありがとう」で全国デビュー。

これまでにCD15枚を発表。沖縄の音階，リ

ズム，方言にこだわりながら，独自の音楽ス

タイルを追求している。

28）デイアマンテス。1991年．日系ペルー３世

のアルベルト城間を中心にグループ結成。ラ

テン音楽と沖縄音楽をミックスした「オキナ

ワ・ラテイーナ」を目指す。1993年，初ＣＤ

を発表し，《勝利の歌》《ガンバッテヤンド

》が注目を集める。代表作《片手に三線を》

は「世界ウチナーンチュ大会」のテーマソン

グに選ばれた。

29）従来，日本のポピュラー音楽界では．レコー

ド制作における予算・音源の管理は，レコー

ド会社専属のプロデューサーが担当するのが

一般的だった。しかし，９０年代以降，楽曲制

17）大正年間に．北原白秋，野口雨情．中山晋

平らが伝承民謡の特質を現代に再生させる新

民謡運動を興した。（三隅治雄「民謡」「世界

大百科｣，平凡社，1988年，ｐ､598）

作品としては，〈カチューシャの歌》（作詞：

島村抱月，作曲：中山晋平)，《船頭小唄》

（作詞：野口雨慨作曲：中山晋平）などが

ある。

18）沖縄本島各地に分布する叙情的な民謡で，

一定のメロディーに，即興で自由な歌詞を付

けて歌う。地域名を名付けた《本部ナークニ

ー〉，独自のスタイルを作った歌手の《宮原

ナークニー》などがある。

19）1934年，日本コロムビアの沖縄民謡レコー

ディングため，八重山・竹富島の古謡《安里

屋ユンタ》を宮良長包が編曲し，星克が作詞

した作品。レコード化以降，日本本土でも流

行し，替え歌なども作られた。

20）ふくはら・ちようき。1903-1981年。音楽

家。1927年，大阪でマルフクレコードを設立。

数多くの沖綱民謡を世に出した。《移民小唄

》《懐かしき故郷》《通い船》などの作品を

作詞作曲，沖綱民謡界に多大な功紙を残した。

21）かでかる・りんしよう。民謡歌手。1920‐

1999年。７歳頃から三線を弾き始め，１５歳で

エイサーの三線伴奏を担当。1962年，琉球民

謡協会の設立に参加。７０年代，竹中労監修の

「琉球フェスティバル」出演，ＬＰ発売により，

日本本土にも紹介される。1000曲以上のレパー

トリーを持ち，「島唄の神様」の異名もある。

これまでにEP77枚，ＬＰ21枚，ＣＤ14枚を発

表。1999年逝去後も人気は衰えず，2001年

「嘉手刈林昌追悼公演」が開催された。

22）うえはら・せいきち。民謡歌手。1941年生。

幼少時代から三線に親しみ，中学卒業後，民

謡歌手・前川朝昭に師事。1970年，ＮＨＫ

「のど自慢沖縄大会」で県代表となり，全国

大会に出場した。1971年，民謡クラブ「宮古

根（な－〈に－)」を開店し，今も自慢のノ

ドを聴かせている。

23）前掲16）を参照

24）きな・しようきち。音楽家。1948年生。
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作から音源づくり，マーケティング戦略や宣

伝コンセプトなど，ビジネスとサウンドの双

方を統括できる新しいタイプのプロデューサー

が登場した。小室哲哉，小林武史，つん<な

どがその代表だが，共通点はミュージシャン

としても成功を収めた人物であるということ。

小室哲哉プロデュース（安室奈美恵，globe，

華原朋美）

小林武史プロデュース（MrChildren，MY

LittleLover）

つん〈プロデュース（モーニング娘）

30）1998年，モンゴル800結成。1999年，初ＣＤ

「ＧＯＯＮＡＳＹＯＵＡＲＥ」を発表し，イン

ディーズながら10万枚の売り上げを記録。

2001年発売の2,.ＣＤ「MESSEGE」は，全国

オリコンチャート10入りを果たした。メンバー

は３人共，在学中であり，プロを目指す気負

いはない。

31）沖縄ハードコアの中心的バンド。1998年，

自主制作ＣＤ「地獄車」を発表。エンターテ

イメント性の高いステージは評価が高く，沖

縄県外での認知度も着実に上がっている。ア

メリカでもペスト盤ＣＤ「JIGOKUGURU

MA」が発売されるなど，幅広い活動を展開

中。

32）1997年結成。メンバーは沖縄出身だが，東

京を拠点におくコア・バンド。年間100本以

上のコンサートを実施し，これまでＣＤ「沖

縄COREPRIDE」「沖縄BEAT」など，７枚

のＣＤを発表。結成当初はハードコア色が強

かったが，最近は沖縄音階を取り入れつつ，

メロディアスな独特のサウンドを追求してい

る。

33）村武精一，佐々木宏幹編「文化人類学｣，

有斐閣，1991年，ｐ23

34）前掲５）の拙稿p66

35）同前，ｐ,8０
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目
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番号 音楽ジャンル 主なテーマ 内容 学び

１ 中縄の芸能 エイサー エイサーの起皿を念仏目りの是且と絡めてIＺｉ６ Ｈ１在のエイサーに至る士でのＥ史的9打

２ 中縄の芸能 エイサー 8Vｌ年合rU多柾なｴｲｻｰを伝承している其旦 ｴｲｻｰの名株の由来且５屑形見の画い

３ 中縄の芸能 エイサー l【｣Rのエイサーと氏化したヱイサーゼ対比 IvI作ｴｲｻｰｶ住まれた時代の皮化

４ 中縄の芸能 エイサー エイサーの起臥ｴｲｻｰの役引田皮 ｴｲｻｰｶ寝劇kし,エンターテイメント性がin《なった畏因

５ 中縄の芸能 エイサー エイサーのE史01K｣Wする大Biの鰯！ ｴｲｻｰ経駐に加え棚太太画へのR味力UOす

６ 沖縄の芸能 エイサー エイサーの足U(歴史Ⅲ鯛楽曲 エイサーでは,大Ｈ１力舶子を上るための驚日にすぎい､こと

７ 沖縄の芸能 エイサー エイサー行ｑＩの奥鷹を実体Ｈｈと路めな力【ら巴iｈ ｴｲｻｰ名体の由来目的をﾘﾛﾘゆりd2代への伍承t強く虹む

８ 沖縄の芸能 エイサー ユイサーの形巳の白化人口の投秒tln因 大H1イメージが強いエイサー腿1M,柱I』手fIりや肢のみ摺った

９ 沖縄の芸能 エイサー エイサーの５曲〃息のH掴且&恩の良化 旧Biﾋｴｲｻｰの周囲性`多IHtHlnのＩ瀧を知る

0 中何の芸能 エイサー エイサー行ﾘﾘの宴巴を実体験とIOlMRがら巴迷 エイサーの本来の目的やｍｔ

１ 中縄の芸能 エイサー エイサーのA麺やE史.裏白.肢Bリ 白の玻Biの､味を竿び,ｴｲｻｰﾍのⅢしみが用した

２ 中縄の芸能 エイサー エイサーのE史欺6191庇の状況 ﾛjOが好きをｴｲｻｰ白を田したが`伯の由にもRnﾎﾞｶ回し､た

３ 中縄の芸能 エイサー エイサーの起疽長lP皿存の実■IRB［ エイサーが毛H1(､，畏斎も取り入れながらIUDIしてきたここ

４ 中何の芸能 エイサー エイサーの日史瓜後のｴｲｻｰ大会 エイサーが是H1した河H1二伸且文化H､への他日Bがあった

５ 中縄の芸能 エイサー エイサーの１２m歴史,名称の由来 ｴｲｻｰｶl全仏目Oに必曰を受けた9口

６ 中縄の芸脆 エイサー エイサーが中国文化から受けた尼■`I2jH裏白 ■■$dWLろlH1l0MRNl客を圧日し忠君を茸§つI）ている

７ 中何の芸能 エイサー ユイサーにI[月する大駐の莅劇.衣饗 ｴｲｻｰはｉｆ年会を中心'二定むし太田に１２多IHt日蝕《ある

８ 中縄の芸能 エイサー エイサーの起且凪在の宴佳状DB大乱裏白 1Ｉ年会1A日々にロなる裏白や優｛#11でイベントにSIBする

９ 中何の芸能 エイサー ｴｲｻｰｶ､$代と共に度丑してきた宴国 イベントで目らh6エイサー澱が0本来の:的は但且の供艮

2０ 沖縄の芸能 エイサー エイサーの遅口艮史士$;0,,国御ｮＵｌ皮 、§且承する伝6ﾋｴｲｻｰﾋl樋に沿ったＩＨＩﾔｴｲｻｰ

2１ 沖縄の芸能 エイサー エイサーの足､丘史ｚＩｉの由泉 エイサーのﾛ的とmHh搬円t知り,攻世1tへの■＊tⅡ0

2２ 沖縄の芸能 エイサー エイサーの尾Ⅲ且史空tbU【田:趣】空色 エイサーが沖日蔓憧に不可欠“のであるここ

2３ 沖縄の芸能 エイサー.琉球太鼓.和太鼓 エィサーと盆目I）の速い』ﾋﾞｪ&大fiと和太１１の､ぃ ﾛ本と熱Iの文化も比収L■40,$$､や1h句性をqL辰

2４ 沖縄の芸能 琉球因祭り太鼓 窟(t日景０太伎の結成鰯$,､HRD活qMRUL裏白 日ら８mすらエイサー田仲の匠史スタイル｣姻内存の､味

2５ 沖縄の芸能 琉球圏祭り太鼓 Ihl2p県り大1Kの枯戌畔3用皮0活n状82裏白 自ら参釦するエイサー目１ｔのH史スタイルnlHOI皮

2６ 沖縄の芸能 SunPowe｢太鼓 エイサーの圧史sunPowH大Ｈｆのi1iHMkiR 目日作り11,日BVDｴｲｻｰHi雌より日伍b9I二させた

2７ 沖縄の芸能 那回大網引き 鰯'６の奥貸状DaIHlU用の群園 Hil8の】助創RIRを田h6L仲日の県リイペントの特風を学ぶ

2８ 沖縄の芸能 網引き 鮒|§の由来OB的,剣鍬況 棚|さの111采やＩＦ色目作折田力ｳﾄﾞ泉のB的で｡bること

2９ 沖縄の芸能 糸油ハーリー 糸間ハーリーの｡'来`目的,奥IbUiH 糸目ハーリーの匠史･ﾛ的t知り,来年0凡早I:行きたいと思う

3０ 沖ｉｎの芸能 糸満ハーリー,網引き ハーリーや■引きの由果,ﾛ的｡宴箇lRDu 鰯18やﾊｰﾘｰの且史t知り.行１１政へpHﾄﾞｶOa《

3１ 沖縄の芸能 那団ハーリー ハーリーの111泉,ﾛ的S歯1kｍ ハーリーヘのR5Rが国６JUﾉﾘ上'二行§たいと■《思う

3２ 沖縄の芸能 ハーリー,網引き,イザイホー ハーリー用;Iき,イザイホーのＩＦ虫窪色IRD【 仲､の代9,9を頂りを日ペ本来の目的&竿ぶ

3３ 沖縄の芸能 沖縄の祭り 沖日の91り(■３１：｡ｴｲｻｰ)の奥■月月や8曲 ５伯ｈｌの県りも年中行p'二位mfIIﾊｴｲｻｰのRiEを孚岳

3｣Ｉ 沖縄の芸能 沖縄の祭り 沖■の甥11Ｉ(鰯１３，ｴｨｻｰ)の目的、リU6IR22 §ぬhQの僧Ot2理し魔り本来の:的やその科日をqLぷ

3５ 沖縄の芸能 沖縄の祭ID 沖円の優り(■引き且年祭)の内容0使用密曲 沖■の偶I）の真創噸を■ぺ,行申噴の役目を竿ぶ

3６ 中縄の芸能 沖縄の祭り 沖■の210(佶醗!)の由来やH史.；【■lXUq iＯＮ*IUの摂り(ハーリー`ｴｲｻｰ)の他に■向の810t学ぶ

3７ 中縄の芸能 宜野湾はごろも祭り 11ころも祭りの名称の由来や目的J鴎1k呪 蘭１３作IDuO惇年18t対凸はA1の傷０ｔより身近に感じきせた

3８ 中縄の芸能 沖縄芸能の歴史 民Hi芸佳(エイサー)古A芸佳,大衆芸１８のE史 沖月甚ＩＣのjiIHJと歴史.ｴｲｻｰの尾、と、在の幼h1曲位ロ

3９ 中縄の芸能 速球舞踊 古R日田｣８回女団Oの歴史や月日コンクール ■尽王､以来の何日の圧史呰豆日し,日日した男因を学ぶ

4０ 中何の芸能 沖縄歌劇 沖日田■の代31h9fr呂のストーリー 沖IUに伝わる唾産む展し匹撞Ｌ当月のDift瀞Hf学ぶ

4１ 中何の芸能 沖縄欧劇 仲何HH0HtiI的I下呂のストーリー 仲側の遅忘■固絃と､b用酋L1Ilの向白IHHt竿ぶ

4２ 中何の音楽 三紐 三mのE史や】【鄙I量 三■伝来から日後カンカヲ三mbGf｢ら11“での且史Ｂｉ軽牌

4３ 中縄の奇楽 三組 ゴロの豪渇伍透H色 三日をＨ本の三味■や､嘔三味■と比収個々の纂号の敷自性

4４ 中縄の音楽 三lWL軍歌 三mの圧史及噴の皮立､固回伎沖日の廿嚢tR尻 古目から民凪,古R鶴【のE史三■廿蛮の村田

4５ 中山Ｕの音楽 三線｡随歌 古R奇嚢や艮呂のE史三■の伝来退路と累思日遺 古ﾘﾘE嚢と艮且の追い三■の日伯』8＄や伝泉退路

4６ 中縄の音楽 三４，.斑欧 沖側の人々のﾘｽﾞﾑ■jZ三田や■頃のUIn 沖■廿泉をｐらのUUIで学び只味力'一用、高まった

4７ 中縄の音楽 三線｡琉歌 三■の豪翻り適沿色の時田.豪dｉ 三■ﾘﾘ町と5値のUU係を竿ひ,日らの生簡にｎＩｉＭＬたい

4８ 沖縄の音楽 三線,エエ四 三Ｎの歴史や豪酬I迅衆19(ｴｴ四)の度Ⅲ 三匁や古JD3蕊の巴､法t知り,沖田鰯MDR史t竿温

4９ 沖縄の音楽 三線,三板.四つ竹 三日のﾛ田上厭適B1N1方法価I錨＄ 蕊BtiH輿する人の立咀に立ち价栩t且旦LO奥保さを芋ぶ

5０ 沖縄の音楽 三級,沖縄音階 三■の圧史や豪１３#Ｉ造,沖9q音階のｌｆｍ 仲nli察の1$価をif届`泉魯も中心にきとの曲ﾛ性を竿ぶ

5１ 沖縄の音楽 三線,日本の音階`沖縄音階 ８本の廿吊(18俊怯月茂法)や沖側音冊の特H1 iｳ､８冊ｾﾞﾛ本音階と比lRL0ｱｼﾞｱから受Ｉｊｔ９編$芋ぶ

5２ 沖縄の音楽 三線,エイサー 三■の且史やlE足年鑑への技DM$民、艮団のH1生 三mのE史,宮廷から-12ﾛﾋﾞl:に伝播した沖ﾛｾﾞ嚢の皮召

5３ 沖縄の音楽 三級.エイサー.沖縄音階 ｴｲｻｰのE史三lHのE史ﾉｳHf同の伝来、 仲n81fのﾙｰﾂを芸伍･虫日･廿用のUu1からin兜

“ 沖１mの音楽 三線,神歌,御座楽｡ハーリー 仲日の廿嚢を”'二分lUlL,その且史や財田&戯［ HHの音峯,中国伝来の音峯.８本の出口短l)た音嚢の歴史

5５ 沖縄の音楽 三組・神歌,御座楽.ハーリー 三味■二ⅡL三弦の厘史楽冒田遺 中国,8本,沖日ﾘﾆｂＩｌ６三弦のⅡ史.伝来9月

躯 沖縄の音楽 三線.沖縄音階,琉球方図.発声 瀞0音緊のり報1,伝$暗嚢や現代ポップスの供､性 沖月の廿蕊1｣スタイル11国うがBIR的呂量u共、している

5７ 沖縄のＴＩ楽 三ｌａ古典音楽,民凪,音階 古円音嚢や属目のE史,沖■旨用や三■の目弦n6r法 沖Hf局と三匁の:UIBや臣敗因〕uiX狂､､【泉の囲史

5８ 沖縄の音楽 三組.古典音楽,民囲,音階 沖Ｈ１燦のE史沖日音冊三１８のIWn 仲月廿棄I』ｱｼﾞｱ1冊国からH巴を受けながら日目してきた

5９ i中縄の音楽 古典音楽0民函,沖縄音階 古R綱1や民目の歴史三色の１１円とiH鼻スタイル 件■廿典の特徴(者月二匁)1人4上音翌との忠iikIUわり

6０ i中ＭＵの音楽 古典音楽,民殿,楽昏,音階 古RE嚢や艮圃大東W(劇の思史三弦豪固のHＩＫＩ 沖日廿四li5Rlu外'二も柾々な展云blHみ合い鹿化した

6１ 沖１ｍの音楽 沖縄音階 仲日BRiの側逝を８本やｱｼﾞｱと比咳してZ丑 ｱｼﾞｱH国とのj樋性を竿び沖日5倍のイメージが変化
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6２ 中縄の音楽 沖縄音階,日本の音階 ﾛ本の五音舟やi9Ng届の特伍 沖■音楽の特91である５階を学び侭t廿秦へのR味力塙まる

6３ 中綱の音楽 沖縄音階,エイサー.おもる エイサーやおもらそうしのE史.沖H音用の時田 了ジTにおI)ろ沖lqff蘭の住田,おもるから圧破皮立の過'2

０１ 中縄の音楽 沖縄音階,胡弓,太鼓 三19ⅨH4Xf球暴旨(翻弓0大画)の展史倍､状況 沖何の姿君11三18だけで11ｔい,胡弓の斎13らしさも学ぶ

6５ 中細の音楽 日本における沖縄音楽 三味■6楽にみる日本本土と沖日の､い 沖18音楽の古同には古来８本のH囚もみられる

6６ 沖縄民圃・ｐｉ民風 沖縄民謡,新民鰯 仲１８民固の2つの嵐れ遼美H（菌特有の息血 方回で敬う、(敬墓も叫風と呼ぶ0民団にむけ65つの特色

6７ 沖$０尺18 新民圃 沖縄民謡,新民翻 研民風の晶生と伝即(過程,商豪触蜜化 ９１足肘はIRIf広く符及し時代と共に欧日やIMU力唆化した！

6８ 仲$U艮箇 斬民砿 沖縄民謡,三級,琉歌 仲H1宮古人通山民圃の歌風嚢号,iiHIについて 仲１９民薗はDOItの状DBを愛し歴史鋼べろ上で斯効でdb5

6９ 沖IQHMQ 斬艮圏 沖縄Ｉ宮古,八虹山民鰯 神側 飴八m山良風の特徴,民１８ﾋﾎﾟｯﾌﾟUDUU係 各地h1の艮薗の特賦仲lHﾎﾟｯﾌﾟへ賭屈した且史

7０ 沖Iq民団 所艮圃 沖縄O宮古,八遮山民謡,新民殿 沖側 飴/1,山民薗の特例L沖側音楽の5鴇底 良風の奥醸,長い年月をかけて仲ｉｎﾎﾞｯﾌﾟｶ聡且Lたこと

7１ 沖#眠蘭 Iii民日 沖縄,宮古,人並山民囲,君陪 沖側 宮古ﾉlH山与願国民菌のlf風廿Hf'二ついて 民laItjb域毎に音楽的IfIH力『離ること

7２ 沖円fﾋﾞ団 断艮iＥ 民謡｡新民謡.音階0嘉手刈林日 沖側 Ei古人H山民薗の特H1,圏手刈林&の活⑩ 地力ﾛ固有のE史やﾛ慣が』漣によって敬い恒がILてること

7３ 仲HB麹 断属国 古典音楽,民醤,新民謡,琉歌 §畝1王､以来の古典音楽屡民のﾛで発艮した民苗 古臭音楽と民薗の迎い,時代を反暁した厨民且のHIH

7４ 沖胤FEla 厨民風 新民霞、普久原朋宮 昭和初用に生まれた軒民圃の音妻Hl99lH 衙久瓜靭g作品など時代を反良した厨IRX2の政５１の多松嘗

7５ 沖ﾛ属国 豚民風 《ていんざぐぬ花） (ていんきぐUb花)の敢冨と鯛翻剛介 (ていんきぐ山花)に込められた且子の19樋大東への受容

7６ i*鳳民B2 厨民風 《ナークニー）･Kl頃 QFWn&、沖Iqﾎﾟﾌﾟﾌﾟｺﾞで晃展してきた召団 舌風のE史を葉り越えた苛品に１t,Amの存在がある

7７ iｳﾄﾞ8民圃 厨民屈 《ナークニー）《浜千鳥》 (ﾅｰｸﾆｰ)の雌hRBlの名称,職辮適 (ﾅｰｸﾆｰ)のバリエーション,ii農ｽﾀｲﾙの座化

7８ 沖１８良風 断民風 (安里屋ユンタ》民鰯,新唄 村U(から民風鰯まで,沖円のfRIIiHEの特何ｔ B噸、Ｗｉ民蔑Ii、蹟ぅ目的魍圃に陣て蕊I自力I馳凸

7９ 沖IuHl風 FiR風 《安里屋ユンタ）しまうた ｢しまうた」という甘葉の変通 ｢艮風」と「しまうた」という醜も沖19でI止併１Wしている

8０ iｷｨHf&醤 pi民繭 《安里屋ユンタ》丑ＩⅡ賊仁 (礎､１Kﾕﾝﾀ)の解in副Il闘仁の音典活助 俵旦囹ﾕﾝﾀ)の元取とHr民雛1t牧Ｌ,DHtの蛮化を学ぶ

8１ 沖1M民団 厨民箇 上原正吉、嘉手刈林畠 艮圃欣手･上瓜正吉,四手)０１林圓の音嚢活助 良風歌手における活動の特色や大ｌＲへ与えたﾛﾀﾛ

8２ 沖IqB電 piR国 上原正吉、嘉手刈林呂 Eu2歌手･上圃正吉四手)q林目`仲Nj艮凰の99個 j廻吊(手の活9$を整理,仲Ⅲ眠諮Wでの(ilHや大ntへのH堀力

8３ 沖４１１ポヅプ ネーネーズ ﾈｰﾈｰｽﾞの５爽活ｈＣ噸作.メンバー 栓11で目いたネーネーズのＷ二日味t打ら括肘giIを学ぶ

鋼 沖縄ポップ ネーネーズ ネーネーズの醸活的,C噸作,メンバー ネーネーズのl鍼経傅や活勘を甚理LDI４ｹ}でのiii団に曰く

8５ 沖繩ポップ ネーネーズ ネーネーズの菌ｈ`メンバー`プロデューサー 民B2の良さｾﾘ噂し､ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰの存GEも知る

8６ 沖測ポヅプ ネーネーズ ネーネーズの后助,メンバー,ﾗイブハウス ﾈｰﾈｰｽﾞの旙的を整理し,改めて坤側8蕊を年ぶ

8７ 沖縄ポップ ネーネーズ ﾈｰﾈｰｽﾞの蘭、ﾒﾝﾊﾟｰ,ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ (平和の茂勵の歌声力蛤にＨ１ﾘﾛよりｌ１味力Iわいた

8８ 沖縄ポ ﾘブ ネーネーズ ﾈｰﾈｰｽﾞの活、ﾒﾝﾊﾞｰ,ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ ネーネーズの活動やメンバーの胖用,ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰの存在

8９ 沖靱ポ ﾚプ ネーネーズ ﾈｰﾈｰｽﾞの楢noﾒﾝﾊﾟｰプロデューサー ネーネーズ１tヨーロッパ公iiのl里IｶｶIあることｔlUMi〈

9０ 沖縄ポ ’プ ネーネーズ ネーネーズの活助,メンバーのプロフィール ネーネーズの歌Ij民思Uq鷲が,人の心I:触れ&Ｕ２がある

9１ 沖綱ポ ’プ ネーネーズ ﾈｰﾈｰｽﾞのiinoCD制作,ﾒンバー (平和の疏敬)に灘Hらしさ鏑C,より日疏力『団いた

9２ 沖縄ポップ ネーネーズ｡りんけんバンド ﾈｰﾈｰｽﾞ,りんけんバンドの活lUとその特nｔ 沖胤らＬさを音楽で表現するｸﾞﾙｰﾌﾟの漁qI6しきを奥田

9３ 中縄ポヅプ ネーネーズ,ニーニーズ ﾆｰﾆｰｽﾞの楢h魁c醐作繁曲 2人粗のニーニーズの魅力をアピールできた

9４ 中綱ポップ りん ﾅん（ ’１ りん ）んバンドの活出厘CDIi作.メンバー りんりんバンドの活動を日ペ,沖185嚢のl0j凹力《濠きる

9５ 中蝿ポップ りん ﾅん（ ’１ りん )んバンドの菌hE,CD81If0メンバー 県Iﾘにｋかせ血いりんけんバンドの秤在を奥岳した

9６ 中縄ポップ りん ﾅん（ ’１ りん Ｉ人バンドのiSnEやIil散するライブハウス りんI）んバンドの茜色鐘との上瓜1m子の役円も１，６

9７ 沖繩ポップ りん ﾅん（ '１ 1Ｍ ↑んバンドの活h臣棄曲欣日 沖１３の文化をﾍﾟｰｽにした作品にひかれ,独自性に気づく

9８ 沖抑ポヅプ I)ん ﾅん（ '１ 1Ｍ Ｍバンドの活ｈＨ,CDO1fﾔ.楽曲,メンバー メロディーや敗詞に仲側らしさが資hていることにf(づく

9９ 沖繩ポップ りん ﾅん（ ’１ りん ﾅ人バンドの活nEoCD9Ifh爽曲,ﾒンバー NEWSやCMkと,身近に曲がM【九ていたここ'二気づく

100 中縄ポップ I)ん ﾅんバンド Iりん ↑んバンドの活動GioCD6I化撫曲,ﾒンバー 照lE林Nli璃目やミュージカルも手UiIﾅている

1０１ 中縄ポ ソプ りんけん マンド,喜納呂吉 りん ｝んバンド,官粕日吉の盾山風lIi曲の時価 2つのｸﾞﾙｰﾌﾟを比較し図嗣の＆§や楽し§を乳巴する

102 中抑ポ ソプ 客輔呂吉＆チャンプルーズ ghi自吉の捕助風CD創作,楽曲`ﾗイブハウス uFHの考え'二触れ,生で歌を届いてみたいと思った

103 中縄ポ ソプ 喜納昌吉（花） (花)の､作秘藍gWi昌吉のiiihE (脆)に込めた宮Wiの思いを知り,作品臣生のWHにＲ《

104 中純ポ ’プ 喜納昌吉（花） (花)の制作t鑓,歌Ｆｌの内容 一つの曲が生まれるPｷｲWfHやｴﾋﾟｿｰﾄﾞの存在を知る

105 中細ポ ’プ 宮納昌吉《花》 宮脇&吉の活助,(花)の承風ｺｻﾞE財 (花)Iﾕ1mっていたが.目前の考えと行10に共凪

106 中縄ポ ’プ 喜納昌吉（花》 目材日吉の満０Ｍ>年時代のエピソード,音寵的朴世 宮Wiの作品は沖田の過去やあらゆる6のを日でＨ現している

107 中縄 膿 ’プ 喜納昌吉《ハイサイおじさん》 錦日吉('､イサ化Cさん),嘩とJ-Popの迎い 沖Ｈｆ：鼠は茂行に鞄されず.ﾘｽﾞﾑｶ坊回に合う

108 ｷｨ、 Ｋヅプ 喜納昌吉《ハイサイおじきん》 目崎日吉のiiihEoCD6i作`ﾗイブハウス g价力I乗り越えたBi遇を知叩:品1二Oilしみが肘《

109 中細 Ｈププ 宮納昌吉（ハイサイおじさん》 回big吉のiIhE`(ﾊｲｻｲおUさん） 9mの少年Diltと(ﾊｲｻｲおじさんの】姓9１９

1ＩＤ

抑沖

Ｋツプ 喜納昌吉,知名定男,ネーネーズ EWI日吉の作品(花),ﾗｲﾌﾞﾊｳｽ「nm」 (花)力【８本jｾﾞﾀﾄまで広がった遇、

1１１ 中縄ポップ 喜納昌吉,照屋林賢,沖縄ポップ 回iiB吉やＨ１屋林日の活動塵,沖Nﾎﾟｯﾌﾟの特Bｉ 沖18ﾎﾟﾌﾟﾌﾟの音楽的杵風独自の音蕊ｽタイル

112 中細ポップ 、 AMANTES,アルペルト城ⅡⅡ ｱﾙﾍﾟﾙﾄＭＩＭＩのｸｸﾞ年；ｷｨt`日本に渡った1曲のilih DIAMANTESIE生のｴﾋﾟｿｰﾄﾞ,人生における廿緊のiR6l

113 中繩ポップ ， ＡＭＡＮＴＥＳ アルベルト城ＩＭＩ ｱﾙﾍﾟﾙﾄ域､のiii動歴CD別作について巴述 DlAMANTES3:生のｴﾋﾟｿｰﾄﾞを１，り作出'二on味が湧く

114 中１，ポップ 、 ＡＭＡＮＴＥＳ アルベルト機'１リ ｱﾙﾍﾟﾙﾄ域日のiiiHiH2･CD9IffについてH1述 ｱﾙﾍﾟﾙﾄの歩みを監理沖側との11l合いとその1;Ｗ

115 中抑ポ ’プ 、 ＡＭＡＮＴＥＳ アルペルト城閃 ｱﾙﾍﾟﾙﾄ域日の活動歴.沖18でのエピソード ｱﾙﾍﾟﾙﾄのｻｸｾｽストーリーと辛い＃1Ａ

116 沖１，ポ ’プ ， ＡＭＡＮＴＥＳ アルベルト域聞 ｱﾙﾍﾟﾙﾄのｉｆ楽人生,DIAMANTES蝋成後の活肋 DIAMAMESのi8IEIi沖円音累の優史'二剣t｢べき

117 中抑ポ ’プ ， ＡＭＡＮＴＥＳ アルペルト城閃 ｱﾙﾍﾟﾙﾄの茜助賢,DlAMANTESI甘皮機の活ｈ アルペルトが,辛い過去を持っていることにＥ《

118 中縄ポ ’プ ＤＩＡＭＡＮＴＥＳ`照屋林賢 照且#ﾛ、DlAMANTES(ｱﾙﾍﾟﾙﾄ)の廿棄菌的 音豪家の活動をlE理し荘ら力UglNn｢8豪をlD6

119 キ縄ポ ’プ ジョニー宜野湾 ジョニと血鰄の活n厘CDO1I卜`噸鋼 元ロックパンドのメンパーカ《ｵﾘｼﾞﾅﾙ作品t燭【

120 中細ポップ ジヨニー宜野湾,沖縄ポップ nlfの民i:ﾌﾞｰﾑからi９日ﾎﾟｯﾌﾟｵでの皮且 ｶﾛやﾘｽﾞﾑｶ塒H1的輌ﾛﾎﾟﾌﾟﾌﾟ鰹理L,独自性蜂ぶ

1２１ 中縄ポップ 曹久原恒功,《芭蕉布》 沖IU音楽のE史を整理0ライブハウス体I食82 i↑Nポップの変遷をまとめOより』五k存在I:“

122 中細ポップ 叉川りみ（涙そうそう） H1llI)みのiii勘歴C噸作0ﾌﾟロフィール (隈そうそう)IiBEGINと運う侍ら味がﾋｯﾄにつ姉《った

123 'ﾄﾞ縄ポップ 西伯茂呂（風のどなん》 百泊茂凸のii動歴,CD櫛l作0緊曲 ﾉﾄ学生の時鹿いた(凪のとなん>力《HW1的で,R聴力唖いた

124 中細ハードコア ＩＮ－Ｈｌ IN-Hlのiii的選CD0メンバーのプロフィール i綱の囲史を患Ｕさせ&土苗的なメロディーカリN・H1の時H1

125 沖縄ハードコア 地獄1１１ 域､！【の活動E,CD,メンバー,ライブ'１１親 jQ8l4[の魅力をカラフルをFiIHでｱピール
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